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昨
年
12
月
2
日
午
後
、
東
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
新
企
画
『
ボ
ッ

チ
ャ
研
修
会
』
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
『
ボ
ッ
チ
ャ
』

を
普
及
さ
せ
て
い
こ
う
と
の
目
的
か

ら
、
こ
の
研
修
会
で
は
各
区
の
体
育

委
員
や
競
技
に
関
心
の
あ
る
方
々
総

勢
53
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は

名
古
屋
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
指
導
員
の
内
田
喜
千
さ
ん

と
千
葉
明
日
香
さ
ん
で
す
。

　
『
ボ
ッ
チ
ャ
』
は
、
直
径
10
セ
ン

チ
ほ
ど
の
赤
と
青
の
ボ
ー
ル
を
投
げ

た
り
転
が
し
た
り
し
て
、
目
標
と
な

る
白
球
（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
）
に
ど

れ
だ
け
近
づ
け
ら
れ
る
か
を
競
う
競

技
で
す
。

　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
相
手
の

ボ
ー
ル
を
弾
い
た
り
し
て
自
分
が
優

位
に
立
て
る
よ
う
位
置
取
り
を
し
て

い
き
ま
す
が
、
目
標
球
を
弾
い
て
移

動
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
一
味
ち
が
っ
た
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
１
９
８
８
年
か
ら

は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
競
技

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
研
修
会
で
は
、
講
師
の

指
導
の
下
、
コ
ー
ト
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
講
師
か
ら
ル
ー
ル
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
耳
慣
れ
な
い

競
技
の
た
め
か
皆
さ
ん
か
ら
熱
心

に
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
説
明
終
了
後
、
8
つ
の

コ
ー
ト
に
分
か
れ
、
各
チ
ー
ム
が
３

ゲ
ー
ム
ず
つ
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
の
コ
ー
ト
か
ら
「
ナ
イ
ス

ボ
ー
ル
！
」、「
し
ま
っ
た
、
は
ず
れ

た
！
」
と
い
っ
た
歓
声
が
響
き
わ

た
り
、
皆
さ
ん
ボ
ッ

チ
ャ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

熱
気
を
帯
び

た
皆
さ
ん
の
プ

レ
ー
に
講
師
の

内
田
さ
ん
は
「
今
回

の
講
師
を
引
き
受
け
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
ボ
ッ

チ
ャ
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

は
「
結
構
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
」

「
高
齢
者
に
ぴ
っ
た
り
の
ス
ポ
ー
ツ

で
す
」
や
「
学
区
の
行
事
と
し
て
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
犬
飼
体
育
委

員
長
か
ら
「
皆
さ
ん
で
ボ
ッ

チ
ャ
競
技
を
広
め
て
い
き
、
各

区
対
抗
戦
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
」

と
講
評
が
あ
り
、
最
後
に
磯
村
体

育
委
員
会
副
委
員
長
の
閉
会
宣
言

で
2
時
間
半
に
わ
た
っ
た
研
修
会

を
終
え
ま
し
た
。
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平
成
26
年
ま
で
存
続
し
て
い
た
ス

ズ
ラ
ン
通
商
店
街
の
一
画
に
、
今
も

頑
張
っ
て
い
る
老
舗
の
お
店
。
そ
の

中
か
ら
2
店
ほ
ど
紹
介
。　
　

　
「
森
下
武
道
衣
」
は
現
在
の
地
に

開
店
し
90
余
年
。
販
売
の
傍
ら
剣
道

の
発
展
に
努
め
、
昭
和
53
年
に
店
舗

裏
に
道
場
を
設
け
、
剣
道
愛
好
者
の

育
成
に
尽
力
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り

平
常
に
戻
れ
ば
掛
声
と
竹
刀
の
ぶ
つ

か
る
音
が
聞
こ
え
る
か
も
…
。

　

ま
た
、「
伊
勢
久
さ
ん
」
で
親
し

ま
れ
て
い
る
和
菓
子
店
「
伊
勢
久
兵

衛
」
商
店
は
、
先
代
が
伊
勢
地
方
の

出
身
で
昭
和
34
年
に
現
在
地
近
く
に

開
店
。
平
成
16
年
に
現
在
の
場
所
に

移
転
し
、
和
菓
子
専
門
店
と
し
て
今

も
奮
闘
中
で
す
。
地
域
は
も
と
よ
り

遠
方
か
ら
も
お
求
め
に
み
え
る
ほ

ど
。
こ
の
ご
時
世
、
一
度
お
茶
と
和

菓
子
で
至
福
の
時
を
過
ご
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

［
六
十
一
］

北区  スズラン通商店街

■
交
通 

Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
「
大
曽
根
駅
」

　
か
ら
西
へ
徒
歩
15
分
、
名
鉄
「
森

　
下
駅
」
か
ら
北
西
へ
徒
歩
8
分
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お住まいの地域の皆さんと、
仲良く元気に、楽しく活動をしている

老人クラブです。
誘い合ってお入りになりませんか。

わたしたちのクラブへ入りませんか！

～お申し込みはお近くのクラブへどうぞ～

◆ お問い合わせ：各区老人クラブ連合会事務局

おところ
〒
名古屋市　　　区

おなまえ  ☎

生年月日 　大  ・  昭 　　　　　   ・　　　　　・

　　 入 会 申 込 書

 市老連　これからの行事予定
 月日（曜日） 行　事　名 場　所

5月18日㈫ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策（南区）

南区：桜田勝景跡と古墳
めぐり

6月 8日㈫ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策（南区） 南区：星崎の里めぐり

6月19日㈯ カローリング大会 枇杷島スポーツセンター

7月1日㈭  
　 ～2日㈮

東海・北陸ブロックリーダー
研修会 三重県鳥羽市

7月 8日㈭ 新任会長研修会 昭和文化小劇場

＊行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止・
　延期・変更等の可能性がありますのでご注意ください。

 令和3年度  JASSくらぶとの交流事業

5月史跡散策（南区） 5月18日㈫ 桜田勝景跡と古墳めぐり

6月史跡散策（南区） 6月 8日㈫ 星崎の里めぐり

※7・8月は休止

9月史跡散策（南区） 9月15日㈬ 大江川緑地と新田めぐり

10月史跡散策（守山区） 10月20日㈬ 志段味古墳群「歴史の里」めぐり

11月史跡散策（守山区） 11月11日㈭ 村絵図の里めぐり

12月史跡散策（緑区） 12月15日㈬ 鳴海宿コース

1月史跡散策（緑区） 1月18日㈫ 有松の町並みと桶狭間古戦場コース

※2月は休止

3月史跡散策（緑区） 3月15日㈫ 大高城下コース

史跡散策（令和 3 年 5 月～令和 4 年 3 月）

参加申し込み先・注意事項等

※申込先：区役所福祉課内の区老人クラブ連合会
※申込方法等詳細については、各区老人クラブ連合会までお問い合
　わせください。

　

11
月
の
史
跡
散
策
は
、
守
山
区
の
「
善

光
寺
街
道
と
水
屋
め
ぐ
り
」
コ
ー
ス
を
散

策
し
ま
し
た
。
善
光
寺
街
道
は
、
名
古
屋

城
下
か
ら
木
曽
に
通
じ
て
お
り
、
ま
た
の

名
を
下
街
道
と
い
い
、
藩
政
時
代
に
は
旅

籠
、
飯
屋
、
酒
屋
な
ど
が
建
ち
並
び
賑
わ

い
を
見
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
こ
の
地

域
は
、
庄
内
・
矢
田
の
両
川
に
囲
ま
れ
た

「
瀬
古
村
輪
中
」
と
い
わ
れ
た
低
湿
地
帯

で
、
絶
え
ず
洪
水
に
み
ま
わ
れ
、
家
屋
敷

が
長
く
浸
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
食
料
等
を
貯
蔵
し
て
生
活
で
き

る
避
難
小
屋
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

も
む
か
し
の
面
影
を
と
ど
め
る
残
り
少
な

い
水
屋
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

   

今
回
は
、
地
元
の
守
山
区
か
ら
初
め

て
参
加
さ
れ
る
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、

35
名
の
会
員
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
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《
基
本
方
針
》

　
「
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推

進
」
で
は
、
健
康
を
保
持
・
増
進
す

る
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
活
動
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
健
康
寿
命
を

の
ば
し
、
自
立
し
た
生
活
、
生
き
が

い
あ
る
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

　
「
仲
間
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、

各
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
魅
力
を
一
層
高

め
る
と
と
も
に
、
会
員
増
強
の
５
つ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
す
す
め
ま

す
。

　
「
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、

行
政
や
自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
一
層

強
化
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
日

常
生
活
を
支
え
る
友
愛
活
動
の
推
進

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
や
消

費
者
被
害
の
防
止
な
ど
に
取
り
組

み
、
安
心
・
安
全
の
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

《
重
点
事
項
》

1
健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

　

予
防
で
元
気
高
齢
者
を
め
ざ
し
ま

　

す
2
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
友

　

愛
活
動
を
す
す
め
ま
す

3
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
働
き
か
け
、

　

仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
す

4
交
通
事
故
防
止
と
生
活
安
全
・
防

　

災
活
動
に
取
り
組
み
ま
す

5
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
諸
制

　

度
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め

　

ざ
し
ま
す

《
事
業
実
施
計
画
》

1
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑴
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
活
動

▼
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
（
女
性

リ
ー
ダ
ー
ノ
ル
デ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
会
★
等
）
▼
介
護
予

防
活
動
用
器
材
・
体
力
測
定
器
具

の
貸
出　

▼
多
様
な
通
い
の
場

づ
く
り
の
推
進
（
友
愛
活
動
で
も

再
掲
）
▼
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
の
開
催
（
11
月
）
▼
健

康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
2

月
）
▼
史
跡
散
策
の
開
催　

▼
お

花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
催
（
4

月
）
▼
七
福
神
め
ぐ
り
の
開
催

（
2
月
）
▼
名
古
屋
市
美
術
館
企

画
展
等
前
売
り
券
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
価
格
で
の
斡
旋　

▼
健

康
麻
雀
大
会
の
開
催
★

⑵
シ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

（
6
月
）
▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
の
開
催
（
11
月
）
▼
シ
ニ

ア
・
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
（
ボ
ッ

チ
ャ
）
研
修
会
の
開
催
（
12
月
）

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
区
対
抗

団
体
戦
指
導
者
養
成
大
会
の
開
催

（
3
月
）
▼
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
器

具
の
貸
し
出
し　

▼
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
体
操
の
普
及
・
啓
発　

▼
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
後
援

⑶
第
33
回
健
康
福
祉
祭
岐
阜
大
会
へ
の

　

参
加
（
10
月
30
日
～
11
月
2
日
）

2
仲
間
づ
く
り
の
推
進

⑴「
会
員
増
強
の
５
つ
の
取
り
組
み
」

　

の
実
施

　

①
解
散
ク
ラ
ブ
を
な
く
そ
う

　

②
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う

　

③
年
間
１
ク
ラ
ブ
１
名
増
や
そ
う

　

④
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

　

⑤
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う

⑵
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も

　

ら
う
」
各
種
広
報
の
実
施

⑶
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
活
動
の
意
義
や

　

有
用
性
へ
の
理
解
促
進
★

⑷
会
員
増
強
に
か
か
る
顕
彰
制
度
の

　

実
施

　

◎
学
区
老
連
の
顕
彰

　

◎
単
位
ク
ラ
ブ
の
個
人
・
グ
ル
ー

　
　

プ
の
顕
彰

⑸
ク
ラ
ブ
の
な
い
町
内
の
参
加
希
望

　

者
の
近
隣
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
促
進

⑹
未
加
入
者
の
老
人
ク
ラ
ブ
体
験
参

　

加
の
促
進

⑺
各
区
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
未
設
置
学

　

区
の
解
消

3
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
友
愛 

　
活
動
「
５
つ
の
活
動
」
の
推
進

⑴
友
愛
活
動
班
と
友
愛
活
動
員
に
よ

　

る
生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑵
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の
推
進

　

▼
友
愛
サ
ロ
ン
用
具
の
貸
出

⑶
見
守
り
支
援
活
動
の
推
進

⑷
健
康
づ
く
り
支
援

▼
介
護
予
防
活
動
用
具
の
貸
出

⑸
情
報
伝
達
支
援

　

▼
見
守
り
情
報
の
提
供　

▼
振
り

　

込
め
詐
欺
の
未
然
防
止
活
動
の
啓

　

発
資
材
の
提
供
（
啓
発
シ
ー
ル
等

　

の
配
付
）

4
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

⑴
研
修
活
動

▼
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク

ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
三
重
県
）

へ
の
参
加
（
7
月
）
▼
新
任
会
長

研
修
会
の
開
催
（
7
月
）
▼
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
香
川
県
）
へ

の
参
加（
11
月
）▼
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
の
開
催
（
11
月
）
▼
な
ご

や
か
ク
ラ
ブ
研
修
会
の
開
催
（
12

月
）

⑵
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化

▼
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
設
置
推
進　

▼
若
手
女
性

役
員
の
増
加

5
社
会
奉
仕
活
動
等
の
推
進

⑴
老
人
の
日
（
9
月
15
日
）・
老
人

　

週
間
（
9
月
15
日
～
21
日
）
の
取

　

り
組
み

⑵
全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」（
9

　

月
20
日
）
の
取
り
組
み

⑶
市
老
連
「
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
」

　
（
5
月
20
日
、
12
月
20
日
）
の
取

　

り
組
み

⑷
そ
の
他
の
推
進
事
項

▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
・
交

通
安
全
運
動
の
実
施　

▼
防
犯
・

防
火
活
動
の
推
進　

▼
地
震
・
津

波
災
害
に
備
え
た
自
主
防
災
活
動

の
推
進

6
広
報
・
調
査
活
動

⑴
機
関
紙
の
発
行
（
年
4
回
、
全
ク

　

ラ
ブ
会
員
配
布
）
と
内
容
の
充
実

　

★
⑵
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
市
老
連
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
組
織
内
外

　

へ
の
広
報
★

⑶
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及
、
老

　

人
ク
ラ
ブ
傷
害
・
賠
償
保
険
の
加

　

入
促
進

⑷
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
各
種

　

調
査
及
び
資
料
の
収
集
、
提
供

7
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
の
連
携

　

及
び
交
流

⑴
公
益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

　

連
合
会
と
の
連
携

⑵
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ

　

ブ
連
合
会
と
の
連
携

⑶
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
く
ら
ぶ
（
企
業
退
職
者

　

の
会
）
と
の
交
流　

⑷
学
区
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
強
化

⑸
子
ど
も
会
等
他
団
体
と
の
交
流

※
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事

　

項
◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止

　

の
た
め
の
新
し
い
生
活
様
式
に
基

　

づ
く
ク
ラ
ブ
活
動
の
普
及
★

　

▼
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

　

を
避
け
る
運
営
の
工
夫　

▼
参
加

　

者
へ
の
感
染
予
防
対
策
の
周
知
徹

　

底
（
体
調
の
確
認
・
マ
ス
ク
の
着

　

用
・
人
と
の
間
隔
等
）

　
令
和
3
年
度
事
業
計
画
と
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
活
動
の
実
績
を
も
と
に
、「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、
担

お
う
！ 
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
次
に
示
す
基
本

方
針
を
ふ
ま
え
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
に
充
分
留

意
し
て
ま
い
り
ま
す
。
★
印
は
新
規
事
業
で
す
。

市
老
連
令
和
３
年
度
事
業
計
画
と
予
算

令和3年度 収支予算書 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 備　　考

Ⅰ 一般正味財産増減の部
　1. 経常増減の部
⑴経常収益

①受取入会金 15,000 5 クラブ ×＠ 3,000 
②受取会費 4,320,000 1,200 クラブ ×＠ 3,600 
③受取補助金等 107,910,160 名古屋市等からの補助金
④受取寄付金 252,000
⑤受取負担金 440,000

⑥雑収益 173,815 預金利息・老人クラブ傷害
保険の広告費等

　経常収益計 A 113,110,975
⑵経常費用

①事業費支出　 100,519,143 健康づくり事業、友愛訪問
事業等に係る経費

②管理費支出　 13,551,559 法人運営に係る経費
　経常費用計 B 114,070,702
　当期経常増減額
　 C ＝ A ー B △ 959,727

　2．経常外増減の部
⑴経常外収益計 D 0
⑵経常外費用計 E 0
　当期経常外増減額
　F ＝ D ー E 0

　当期一般正味財産増減額
　G ＝ C ＋ F △ 959,727

　一般正味財産期首残高 H 28,593,397
　一般正味財産期末残高
　I ＝ G ＋ H 27,633,670

Ⅱ 正味財産期末残高 27,633,670
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　昨年 12 月 9 日 午後、なごやかクラブ北のクーリング大会が北生涯
学習センターで開催されました。競技実施にあたっては、役員の方々が
しっかりと新型コロナの感染対策を行うとともに、参加者も例年の半
数に絞ることとし総勢 80 名ほどが参加されました。
　皆さん、クーリングという競技をご存知ですか？ クーリングとは、数
メートル四方の正方形コートを作り、その中央に得点サークルを設置し
ます。そしてグラウンド・ゴルフのクラブのようなスティックを使い、三
角形のパックをコートの外枠ラインから得点サークル目がけて打ち、得
点を競うゲームです。赤・黄・白・青の４チームがコートの４方向に分かれ、
各チームの競技者が順番に得点サークルに向けて打ち合います。うまく
サークル内に入ったパックでも後から打った相手チームのパックによっ
てサークル外に弾き飛ばされたり、はたまた自チームのパックを誤って
弾き出してしまったりと、１打ごとに盛り上がります。　　　　
　また各チームは一つだけ 5 ポイントの高得点パックを持っています。
この１打が勝負の行方を大きく左右し、どのタイミングで高得点パック
を使うかもポイントです。大逆転が期待できるのもこの競技の醍醐味
です。
　16 区老連の中でクーリングの競技大会を開催しているのは、なごや
かクラブ北だけです。大会を運営している一人、なごやかクラブ北体育
委員長の木村英夫さんは、「室内で、年齢や参加人数に関係なく気軽
にでき、脳も使うゲーム感覚のスポーツです。小さい会場であれば、コー

トを狭くして行うこともでき、誰でも楽しむことができます。しかし、
残念ながら現在この器具は作られていませんので大切に使うようにして
います。コロナが収束し、皆さんで気楽にできる日が来ることを待ち望
んでいます」と話しています。
　この大会は『親睦・交流・健康』を目的として開催されており、毎年
多くの参加者で盛り上がります。

なごやかひろばの発行について
　今年度からなごやかひろばの発行回数が、年３回から年４回
になります。発行月は、４月・７月・１０月・１月です。
　また写真などを見やすくするため、全面カラー印刷になります。
今後も会員の皆さまにとってわかりやすく充実した紙面を作って
まいりますのでよろしくお願いします。

　暖かな季節となり、体を動かしやすくなりました。自然とのふれ合
いや人との関わりを楽しみながら、健康づくりを始めませんか。自分
に適した運動を見つけて、体力の維持・向上を図りましょう。
　 市老連では今年度も次のようなスポーツ・健康づくり事業やニュー
スポーツ器具等の貸出事業を行います。皆様の健康づくりにぜひお
役立てください。

　カローリング大会 ………………………………
　グラウンド・ゴルフ大会 ………………………
※健康づくりウォーキング大会 …………………
　スポーツリーダー（ボッチャ）研修会 …………

グラウンド・ゴルフ区対抗団体戦指導者養成大会 …
　（注）※表示のある事業の開催日は、予定日です。

令和 3 年 6 月 19 日㈯
令和 3 年 11 月 9 日㈫
令和 3 年 11 月 19 日㈮
令和 3 年 12 月 2 日㈭
令和 4 年 3 月 1 日㈫

◦カローリング　　　 
◦シャフルボード
◦フリーブロー
◦ボッチャ　

◦グラウンド・ゴルフ
◦タスポニー
◦ペタンク
◦体力測定器具

◦クロリティ
◦ディスクゴルフ
◦ランタッチゴルフ

　暖かな季節となり、体を動かしやすくなりました。自然とのふれ合
いや人との関わりを楽しみながら、健康づくりを始めませんか。自分
に適した運動を見つけて、体力の維持・向上を図りましょう。
　 市老連では今年度も次のようなスポーツ・健康づくり事業やニュー
スポーツ器具等の貸出事業を行います。皆様の健康づくりにぜひお
役立てください。
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「
気
を
つ
け
て  

車
の
陰
に  

ま
た
車
」

　写真を多用し、わかりやすいレイアウト、検
索性の向上、情報セキュリティーの強化を行い
ました。
◎各区老連のページを直接検索できる16 区
　分のボタンを設置しました。1
◎「お知らせ」「イベント情報」「史跡散策」「見
　守り情報」をすばやくタブ方式で切り替えら
　れるようにしました。2
◎行事の写真を一覧で見ることができる「フォ
　トギャラリー」のコーナーを設けました。3
◎市老連のフェイスブックを作成するとともに、
　ホームページから検索することができるよう
　にしました。4
◎読者投稿やクロスワードパズルの応募用メー
　ルフォームを用意しました。5
◎ホームページを開くと緊急情報などを知らせる
　メッセージ画面が表示されるようにしました。

横
断
歩
道
で
止
ま
っ
て
く
れ
た

車
の
後
続
や
対
向
車
線
の
車
に

も
気
を
つ
け
て
‼

感
染
症
対
策
へ
の

 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
感
染
症

対
策
の
基
本
は
、「
手
洗
い
」や「
マ
ス
ク

着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」で
す
。

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
標
語

主 な 改 良 点

 市老連の
 ホームページが
 新しくなりました。

読者投稿・読者プレゼントの応募が
ホームページから
できるようになりました。

応募用メールフォーム

http://www.nagoyarouren.com/
ホ ー ム ぺ ー ジ ア ド レ ス ※QRコードから詳細情報

　を得られます。
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昨
年
の
2
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
各
種
の
活
動
は
、
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
に
次
々
と
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

今
ま
で
会
員
ど
う
し
顔
を
合
わ
せ
て

話
し
た
り
笑
い
合
っ
た
り
し
て
い
た

集
ま
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
寂

し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
仲
間
が

増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
現
状

を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
東
区
老
連
で

は
昨
年
8
月
理
事
会
で
提
唱
し
、
各

学
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
会
員
訪
問
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
の
際
に
は
区
役
所
福
祉
課
や

保
健
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
支
援
セ

ン
タ
ー
、
警
察
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
手
に
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ラ

シ
を
配
付
し
て
い
ま
す
。８
月
に
は
、

熱
中
症
予
防
と
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
新
し

い
生
活
様
式
、
９
月

に
は
交
通
安
全
、
11

月
に
は
コ
ロ
ナ
に
負

け
な
い
健
康
づ
く
り

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
案
内
、

12
月
に
は
本
格
的
な

冬
に
向
け
て
の
健
康

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
、
時
季
に
応
じ

て
工
夫
を
し
て
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
4
月
に
緊
急

事
態
宣
言
が
出
た
と

き
は
何
も
で
き
ず
、

会
員
は
み
な
家
に
引

き
こ
も
り
、
孤
独
に

過
ご
し
、
足
腰
が
弱
っ
て
し
ま
っ
た

人
も
い
ま
し
た
。
解
除
後
は
体
温
計

で
発
熱
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
感

染
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
練
習
や
公
園
・

街
路
の
清
掃
活
動
な
ど
を
し
て
明
る

く
過
ご
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
に
再
び
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
不
要
不
急
の
外
出
を

自
粛
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
と
の
戦
い
は
先
が
見
え
な
い
長

い
ト
ン
ネ
ル
の
中
の
よ
う
で
す
が
、

感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
取
り
な

が
ら
会
員
訪
問
活
動
を
で
き
る
範
囲

で
行
な
い
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
始
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て

会
員
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
殿
島　

征
男
）

　

千
種
区
老
連
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
た

行
事
が
次
々
と
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
12
月
23
日
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
る
寸
前
に
区
老
連

主
催
の
ボ
ッ
チ
ャ
研
修
会
が
「
ち
く

さ
ボ
ッ
チ
ャ
広
め
た
い
」
の
会
員
様

10
名
の
協
力
の
も
と
、
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
12
学

区
の
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
含
め
総

勢
85
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
初
め
て
の
行
事
と
し
て
、

多
く
の
参
加
者
が
久
し
ぶ
り
に
思
い

切
り
体
を
動
か
し
研
修
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
研
修
が
進
む
に
つ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
も
次
第
に
熱

く
な
り
、
会
員
を
含
め
て
次
第
に
大

声
で
プ
レ
ー
し
た
り
、
密
に
な
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
本
部
と
し
て

は
、
試
合
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
気
の

ゆ
る
み
が
ち
に
な
る
会
場
を
巡
回

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、

正
し
い
マ
ス
ク
の
着
用
、
用
具
の
消

毒
な
ど
注
意
し
て
「
安
心
」、「
安
全
」

な
研
修
会
の
運
営
に
努
め
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

大
会
運
営
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も
多

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
最
後
は
、
3
人
1
組
の

チ
ー
ム
で
の
模
擬
試
合
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
力
が
要
ら
な
い
」、「
走
る
必
要
が

な
い
」、「
ル
ー
ル
が
簡
単
」
な
ど
参

加
し
や
す
い
と
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
日
、
区
老
連
の
理

事
会
で
、
各
学
区
や
単
位
ク
ラ
ブ
で

ボ
ッ
チ
ャ
の
用
具
を
買
っ
て
、
盛
大

に
区
老
連
の
大
会
を
開
催
し
た
ら
ど

う
か
と
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
ボ
ッ
チ
ャ
が
各
ク
ラ
ブ
で
も
盛

り
上
が
り
、
区
の
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
（
中
島　

和
明
）

ひ
が
し

東区

ち
く
さ

千種区

会
員
訪
問
活
動

ボ
ッ
チ
ャ
の

大
会
開
催
を
目
指
し
て
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東
志
賀
学
区
の
エ
リ
ア
は
、
ち
ょ

う
ど
北
区
の
真
ん
中
に
あ
た
り
ま

す
。
今
回
紹
介
す
る
東
志
賀
公
園
は

学
区
の
中
ほ
ど
に
あ
り
、
ア
ー
バ
ン

ラ
フ
レ
志
賀
寿
会
が
受
け
持
っ
て
い

ま
す
。
公
園
の
面
積
は
５
８
0
０
平

方
メ
ー
ト
ル
と
中
規
模
で
あ
り
ま
す

が
、
遊
具
は
ぶ
ら
ん
こ
を
は
じ
め
鉄

棒
、
滑
り
台
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
網
、
砂

場
等
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
に
は

北
図
書
館
、
北
文
化
小
劇

場
、
東
志
賀
小
学
校
、
集

合
住
宅
が
あ
り
、
公
園
に

は
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
環
境
的
に

も
大
変
安
心
・
安
全
な
場

所
で
、
公
園
の
活
用
度
が

高
く
自
慢
の
一
つ
で
す
。

　

午
前
中
は
保
育
園
と
幼

稚
園
の
園
児
が
入
替
わ
り

に
遊
び
や
運
動
に
使
用
。

週
２
日
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同

好
会（
大
部
分
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
）

に
よ
る
８
ホ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
し
て
の

競
技
や
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
午

後
に
は
学
校
が
終
わ
っ
た
小
学
生
や

中
学
生
、
他
学
区
の
児
童
等
も
利
用

し
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
遊
び
と
運
動

で
元
気
な
声
が
響
き
賑
や
か
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
関
り
と
し
て
は
、

東
志
賀
公
園
は
公
園
愛
護
会
で
特
定

Ｂ
と
認
定
さ
れ
て
お
り
、

清
掃
活
動
以
外
に
除
草
活

動
が
入
り
ま
す
。
毎
月
第

２
・
第
４
水
曜
日
お
よ
び

11
月
～
12
月
の
落
葉
の
時

季
に
は
、
早
朝
５
時
半
か

ら
１
時
間
程
か
け
、
公
園

内
や
周
辺
道
路
お
よ
び
歩

道
の
清
掃
。
砂
場
は
掘
り

起
こ
し
て
小
石
や
ゴ
ミ
の

撤
去
を
し
、
遊
具
等
の
安

全
チ
ェ
ッ
ク
を
含
め
実
施
。
作
業
終

了
後
は
、
お
茶
を
頂
き
情
報
サ
ロ
ン

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
例
行
事
と
な
っ
た
夏
季

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
子
ど
も
会
か
ら
の

要
請
に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
で

行
っ
て
い
ま
す
。
７
月
20
日
～
31
日

（
日
曜
日
は
除
く
）
ま
で
の
11
日
間
、

毎
朝
６
時
30
分
か
ら
実
施
し
、
年
々

参
加
者
は
増
え
て
い
ま
す
。
以
前
に

は
、
体
操
終
了
後
に
交
通
事
故
や
犯

罪
被
害
に
つ
い
て
、
北
警
察
署
交
通

課
長
よ
り
教
示
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
私
た
ち
が
愛
す
る
東
志

賀
公
園
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
児
島　

三
郎
）

　

上
名
古
屋
学
区
（
上
名
古
屋
ク

ラ
ブ
）
で
筆
者
の
秩
父
ク
ラ
ブ
が

結
成
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
だ
ろ
う

か
？
と
９
ク
ラ
ブ
の
結
成
時
期
を
見

て
い
た
ら
秩
父
ク
ラ
ブ
の
結
成
は
、

１
９
６
５
年
４
月
１
日（
昭
和
40
年
）

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
初
代
会
長
は

ど
な
た
か
？
と
80
代
後
半
の
数
人
に

聞
い
て
も
わ
か
る
人
は
い
な
い
。
55

年
前
は
働
き
盛
り
。「
さ
ぁ
？
」
と

い
う
ば
か
り
。

　

秩
父
ク
ラ
ブ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
声
か
け
あ
っ
て
元
気
で
若
々
し
く

長
生
き
し
よ
う
」「
頼
り
に
な
る
若

者
（
子
供
や
孫
た
ち
）
を
育
て
よ
う
」

で
す
。
役
員
は
６
人（
６
班
）。
総
会
、

敬
老
の
祝
い
、
３
月
・
８
月
の
会
費

集
め
や
区
老
連
主
催
の
行
事
へ
の
お

誘
い
等
々
毎
月
の
役
員
会
（
例
会
）

で
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の

マ
ン
シ
ョ
ン
が
毎
年
開
催
す
る
「
サ

マ
ー
感
謝
祭
」
へ
の
参
加
は
も
う
10

年
に
も
な
り
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン

住
人
と
の
交
流
も
深
ま
り
明
る
い
街

づ
く
り
の
貢
献
に
も
な
ろ
う
か
と
自

負
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
の
総
会
や

旅
行
な
ど
で
は
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

上
名
古
屋
ク
ラ
ブ
は
、
春
・
秋
の

伝
統
行
事
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
全
９
ク
ラ
ブ

１
チ
ー
ム
（
７
人
）
参
加
で
上
名
古

屋
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
、

入
賞
者
10
人
の
中
か
ら
西
区
大
会
へ

の
出
場
者
６
人
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

西
区
大
会
で
は
上
名
古
屋
ゴ
ル
フ

同
好
会
の
２
～
３
人
が
い
つ
も
上
位

に
顔
を
な
ら
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
同
好
会
は
毎
日
上
名
古

屋
公
園
で
朝
８
時
半
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。今
日
も
10
人
が
参
加
し
て
、

５
人
１
組
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
西
区
老
連
企
画
の
行
事
は

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
庄
内
緑
地
公
園

で
10
月
～
11
月
辛
う
じ
て
開
催
で
き

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ト

ン
ネ
ル
抜
け
る
明
か
り
が
早
く
見
た

い
も
の
で
す
！　
　
（
夏
目　

武
三
）

き

た

北区

に

し

西区

健
康
づ
く
り
・
社
会
奉
仕
の
場

東
志
賀
公
園

秩
父
ク
ラ
ブ
と

上
名
古
屋
ク
ラ
ブ
の
活
動西区老人クラブ連合会グラウンド・

ゴルフ大会  選抜メンバーの皆さん

上名古屋グランドゴルフ同好会は “いつで
もいらっしゃい” と毎朝開催しています。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
１
回
の
お
試
し
の
つ
も
り
が
定
期
購

入
だ
っ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
注
文
す
る
際

に
は
、
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　

定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の

通
信
販
売
に
関
す
る
相
談
が
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
１
回
だ
け
の
お
試
し
の
つ
も
り
で
購
入
し
た
健

康
食
品
が
翌
月
以
降
も
届
き
、
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
と

複
数
回
の
商
品
購
入
が
条
件
の
定
期
購
入
だ
っ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
で
す
。
ま
た
、
定
期
購
入
が
条
件
だ
が
い
つ
で
も
解
約
で
き
る

と
い
う
化
粧
品
を
注
文
し
、
初
回
だ
け
で
解
約
し
よ
う
と
事
業
者

に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
何
度
か
け
て
も
電
話
が
繋
が
ら
ず
、
解
約

で
き
な
い
ま
ま
次
の
商
品
が
届
い
て
し
ま
う
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も

あ
り
ま
す
。

　
「
お
試
し
価
格
５
０
０
円
！
」
な
ど
低
価
格
で
購
入
で
き
る
こ

と
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
定
期
購
入
が
条
件
で
あ
る
こ
と
が
離
れ

た
場
所
に
記
載
さ
れ
て
い
た
り
、
小
さ
い
文
字
で
書
か
れ
て
い
た

り
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
定
期
購
入
が
条
件
だ
と
認
識
し
な
い

ま
ま
購
入
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

　

商
品
を
購
入
す
る
際
に
は
、
契
約
内
容
や
解
約
の
条
件
、
返
品

の
可
否
な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
す
る
と
き
は
、
最
終
確
認
画
面
（
申
込

画
面
の
後
に
現
れ
る
契
約
内
容
が
確
認
で
き
る
画
面
）
を
保
存
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
２
―
９
６
７
１
（
月
～
土
）

　

※
祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く  

※
土
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

　
　

相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
15
分

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　

https://w
w

w
.seikatsu.city.nagoya.jp/

　

名
古
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
市
民
局 
消
費
生
活
課

　
　

☎
２
２
２
―
９
６
７
９

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
！

　なごやかひろば 61号に掲載してあります、行事、研
修、講習会等の開催時期、日程等につきましては、新
型コロナウイルス感染拡大防止のため中止、延期、変
更等の可能性がありえますのでご注意ください。最新
の情報については、各主催者・各施設等のホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせください。

　心臓発作や火災などの緊急事態が発生した場合、緊
急ボタンを押すと速やかに通報できる特殊電話機、ペ
ンダントなどを貸与します。
　対象は、市内在住の 65歳
以上で心臓病・高血圧などの
慢性疾患があるひとり暮らし
の方や、世帯内に寝たきりの
方がいる75歳以上のみの世
帯などです。所得に応じた利
用者負担があります。

　申込み・問合せは、各区の区役所福祉課・支所区民
福祉課の窓口まで。

な
ご
や
見
守
り
情
報

49

お　知　ら　せ

◎マスクをせずに近距離で会話をすることで、飛沫やマ
　イクロ飛沫による感染リスクが高まる。
◎カラオケでは、マスクなしで比較的大きな声で発声す
　るので、飛沫の量が多く、遠くに飛ぶので、感染リス
　クが高まる。
◎グラウンド・ゴルフやウォーキング等の屋外活動であっ
　ても、多くの人が集まったり会話したりするときは、感
　染リスクが高まる。
◎電車やバスで移動する際には、不特定多数の人が同乗
　するので注意が必要

◎大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫
　が飛びやすくなるため、感染リスクが高まる。
◎長時間におよぶ飲食は、短時間の飲食に比べて感染リ
　スクが高まる。
◎区切られている狭い空間に、長時間、大人数が滞在す
　ると、感染リスクが高まる。
◎回し飲みや箸などの共用が感染リスクを高める。

　これまでの感染拡大の経験から、感染リスクが高い行動や場面が明らかになっ
てきました。高齢者にとって感染リスクが高まる次の場面を認識し、これからも
感染防止対策を引き続き徹底していきましょう。
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マイナポイントの申し込みはお済みですか？

　

皆
さ
ん
は
「
認
知
症
の
人
に
怒
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
」と
い
う
言
葉
を
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

確
か
に
正
し
い
接
し
方
で
す
。
で

す
が
他
人
な
ら
容
易
い
の
で
す
が
、

身
内
の
介
護
と
な
る
と
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
介
護
が
始
ま

る
と
、
ご
家
族
は
医
師
や
親
戚
を
は

じ
め
周
り
の
人
か
ら
、「
認
知
症
の

人
に
怒
っ
て
は
い
け
な
い
よ
」
と
必

ず
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
ど
の
本
に

も
そ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
頑
張
り
ま
す
。
で

も
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
追
い
詰
め

ら
れ
て
、
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
中

に
は
介
護
疲
れ
か
ら
介
護
う
つ
や
虐

待
に
至
っ
て
し
ま
う
人
も
あ
る
ほ
ど

で
す
。
な
ぜ
な
ら
認
知
症
介
護
は
そ

う
容
易
い
も
の
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
上
手
な
対
応
に
は
、
だ
れ
も
が

随
分
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

私
た
ち
家
族
の
会
で
は
、
つ
ど
い

（
認
知
症
介
護
者
交
流
会
）
を
各
地

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
介
護

者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
で
す
が
、

「
な
ん
だ
自
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
」

「
も
っ
と
大
変
な
人
が
い
る
」
と
気

持
ち
が
楽
に
な
っ
て
き
ま
す
。「
同

じ
こ
と
を
何
度
も
聞
か
れ
て
腹
が
た

つ
」
と
言
え
ば
「
う
ち
も
そ
う
そ
う
」

と
返
っ
て
き
ま
す
。
み
ん
な
そ
う
な

ん
だ
と
わ
か
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
気

持
ち
が
軽
く
な
り
ま
す
。
重
要
な
介

護
者
の
心
の
ケ
ア
の
場
と
言
っ
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。

　

同
時
に
こ
の
場
は
介
護
の
百
科
事

典
で
す
。
受
診
か
ら
親
族
の
こ
と
ま

で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
話
題
が
出
て

き
ま
す
。「
紙
パ
ン
ツ
を
使
っ
て
も

ら
え
な
い
」
と
困
っ
て
い
る
と
「
う

ち
は
デ
イ
の
職
員
の
人
に
勧
め
て
も

ら
っ
た
」「
私
は
流
行
の
パ
ン
ツ
と

言
っ
て
一
緒
に
履
い
た
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
う
ま
く
い
っ
た
話
も
失
敗
し

た
話
も
ど
れ
も
参
考
に
な
る
の
で

す
。

　

参
加
を
重
ね
る
ご
と
に
情
報
が
蓄

積
さ
れ
、
徐
々
に
対
応
の
コ
ツ
が
わ

か
り
気
持
ち
の
ゆ
と
り
も
違
っ
て
き

ま
す
。
介
護
者
に
ゆ
と
り
が
出
て
く

る
と
、
自
然
と
怒
ら
な
い
対
応
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
介
護
者
の
皆
さ
ん
一
人
で
抱

え
て
い
な
い
で
家
族
の
会
の
交
流
会

に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
地
域
の
皆
様
に
は
、
介
護

者
の
方
に
「
怒
っ
て
は
い
け
な
い
」

で
は
な
く
「
よ
く
や
っ
て
い
る
ね
」

「
体
は
大
丈
夫
」
と
お
声
か
け
い
た

だ
き
、
頑
張
っ
て
い
る
ご
家
族
に
寄

り
添
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。（
つ
づ
く
）

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
す
社
会
に
向
け
て（
17
）

介
護
家
族
を
支
え
る  

そ
の
②

公
益
社
団
法
人   

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
理
事
・
愛
知
県
支
部  

代
表  

尾
之
内
直
美

　ちょっとした動作で息切れや息苦しさを感じるなど、呼吸器
のことで気にかかること、心配なことがありましたら呼吸器な
んでも相談へどうぞ！

南保健センター公害保健担当
☎（614）2879  FAX（614）2818

 相  談  日／令和3年 4月20日㈫・5月18日㈫・6月15日㈫

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部検査の中止、
　相談日の中止となる場合があります。

◆ 内　　容／① 問診　② 身長・体重測定
　　　　　　③ 胸部エックス線検査　④ 血圧測定　
　　　　　　⑤ 診察・個別相談
◆ 費　　用／無　　料

日本ガイシホール

東
海

道
本

線

名古屋市南生涯
学習センター

南保健
センター

東
海

道
新

幹
線

笠寺駅

→→

最寄 市バス「笠寺駅」下車徒歩5分
　　 JR「笠寺駅」下車徒歩5分

→

→

◆ 受付時間／午後 1:15 ～ 2:30 の指定の時間
◆ 対 象 者／市内在住の 15 歳以上の方
◆ 場　　所／南保健センター（南区東又兵ヱ町 5-1-1）

　高齢者の方を対象に、さまざまな講習を実施し高齢者の方の社会参加を支援し
ています！ あなたも第二の人生、新たな生きがいを見つけてみませんか？

・パソコン/デジタル写真（基礎）　 ・ホームページ作成入門　
・全身性障害者移動介護従業者養成研修

・特殊詐欺被害防止教室　　　   ・はじめてさわるパソコン
・介護職員初任者研修　

※各講習の詳細開催時期・対象者・受講料などは、
　講習によって異なります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で講習が中止に
　なる場合がありますので、あらかじめご了承くだ
　さい。詳細についてはお問い合わせください。

　アクセス情報
地下鉄鶴舞線・桜通線「御器所」駅下車
②番出口を出て右手に 40 ㍍、 「御器所ス
テーションビル」4・5 階

〒466-0015 昭和区御器所通 3丁目12-1
（指定管理者：名古屋市シルバー人材センター）

◎ホームページもございます。アドレス：https://www.bes-c.com/
◎就業に関する相談も行っています。相談窓口（土日祝日除く 9 時～ 17 時）☎ 842-4692

新規

マイナポイントの申し込みは、マイナンバーカードをお持ちの方および令和 3 年 3 月までに
マイナンバーカードを申請された方が対象です。

敬老パスにチャージで 25％（ 2万円チャージで上限 5,000 円分 ）のマナカチャージがもらえます。

※申し込みには、電子メールまたは携帯電話でメッセージを受信できる環境等が必要です。
※機器の操作に不慣れな方のために、名古屋市は区役所・支所にマイナポイント申込支援窓口を設置しております。
※新型コロナウイルス感染予防のため、手続きに必要な情報機器をお持ちの方は、できるだけご自分で手続きをお願いします。

詳しくは、ウェブサイト『マナカにチャージでチャージ』のご利用案内を確認ください。
お問い合わせは、マナカにチャージでチャージ事務局コールセンター  0120-653-344　平日 午前 10 時から午後 8 時

・植木剪定の仕事について学ぼう　・パソコン/入門
・小修繕従事者養成講習
・同行援護従業者養成研修（一般・応用課程）

まずは
お気軽にお電話
ください

※来所、電話でのお申込みの場合は、5/6 ㈭～
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毎
日
、
午
前
5
時
起
床
。
さ
あ
、
朝

の
散
歩
。
天
白
川
の
土
手
を
“
今
日
も

元
気
”
と
言
っ
て
歩
き
出
し
ま
す
。
い

つ
も
会
う
人
に
“
お
は
よ
う
”
と
に
っ

こ
り
。
会
え
て
良
か
っ
た
ね
。
ま
た
ね
。

マ
ラ
ソ
ン
の
お
兄
さ
ん
も“
お
は
よ
う
”

ガ
ン
バ
ッ
テ
ね
。
ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
“
お

は
よ
う
”喜
ん
で
飛
び
つ
い
て
き
ま
す
。

み
ん
な
元
気
で
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

長
い
間
、
病
気
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
元
気
に
な
れ
、
朝
か
ら
次

か
ら
次
へ
と
お
話
し
で
き
、
楽
し
い
1

日
の
始
ま
り
で
す
。
今
日
も
、
お
月
さ

ま
が
き
れ
い
で
し
た
。

　

私
の
住
む
緑
区
熊
の
前
学
区
は
、
散

歩
に
は
格
好
の
場
所
が
い
く
つ
も
あ

る
。
町
を
東
西
に
流
れ
る
扇
川
は
そ
の

両
側
に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

桜
並
木
は
春
に
は
花
を
咲
か
せ
、
行
き

か
う
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
。
南
に
は
、

み
ど
り
が
丘
公
園
が
あ
り
、
四
季
折
々

の
木
々
と
草
花
が
心
を
癒
す
。
こ
こ
は

市
管
理
の
墓
地
公
園
な
の
だ
。
大
空
に

は
数
種
の
野
鳥
も
飛
び
交
う
。
北
に
は

古
く
か
ら
熊
野
神
社
が
鎮
座
し
、
町
を

高
台
か
ら
見
守
る
。
こ
こ
の
境
内
に
登

り
降
り
す
る
だ
け
で
か
な
り
の
運
動
量

で
あ
る
。

　

私
の
散
歩
は
、
こ
れ
ら
の
場
所
を
織

り
混
ぜ
な
が
ら
1
日
1
万
歩
を
目
安
に

歩
く
。
勤
め
の
時
代
は
通
勤
と
仕
事
の

中
で
か
な
り
の
量
を
歩
い
て
い
た
。
今

は
自
ら
心
掛
け
な
い
と
運
動
不
足
と

な
る
。
ウ
エ
ス
ト
が
太
く
な
り
、
昔

の
ズ
ボ
ン
が
は
け
な
く
な
る
。
２
Ｗ

（w
eight

＆w
alking

）
と
名
付
け

日
々
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
一
歩
一
歩

と
前
へ
行
く
。

楽
し
い
お
さ
ん
ぽ

緑
区
熊
の
前
寿
ク
ラ
ブ

高
際
　
徳
雄

　「読者のページ」ではテーマも設けています。次号のテーマ
は「コロナ禍でのつながり」です。コロナ禍の下、以前のよ
うな会員同士の集まりや見守り活動における訪問などがしにく
くなっていますが、「新しいつながり方」
を考えて実践している方（これから実
践しようとしている方）はいませんか？ 
コロナに負けない「集まれなくてもつな
がる方法」を教えてください。

コロナ禍でのつながり次号テ
ーマ

なつかしの歌をいつも老人会のし
めに歌っているのですが、新年会の
集いでは、緊急事態宣言直前でした
ので、新年のご挨拶と会の報告事項
だけで、我慢の生活をしています。
（緑区Ｔ）

「なごやかひろば」を楽しみに読ま
せていただいています。他区のクラ
ブ便りや、スポーツの大会の写真な
どに、もしかして知っている人でも
写っていないかと、天眼鏡片手にス
ミからスミまで読み、文芸コーナー
にも、もしかして知っている人いる
かもと読みつくしています。（南区K）

昨年は新型コロナウイルスに振り
回された年になり、みんなとも顔を
見てのおしゃべりもできずに大変な
ウイルスさわぎで残念でした。新聞
を届けてくれる役員さんとも挨拶を
交わすこと無くて、早くおさまってほ
しいわ。（西区Ｋ）

毎回楽しみに読んでいます。皆さ
ん、いろいろ活動されている様子が
よくわかります。私は、このクラブ通
信を読むのが好きです。短歌も一つ
一つゆっくりと読んで楽しんでいま
す。次号も今から楽しみです。（緑区
Ｋ）

ステイホームのおかげで、今までよ
り読書に費やす時間が増え、苦手な
歴史物に挑戦し、新たな発見を毎日
楽しんでおります。（瑞穂区W）

テ
ー
マ
投
稿

「
楽
し
い
お
さ
ん
ぽ
」

4
月
号
の
テ
ー
マ

　

昭
和
19
年
８
月
、
米
軍
の
都
市
へ
の

空
襲
懸
念
が
濃
厚
と
な
り
、
当
時
小
学

5
年
生
だ
っ
た
私
は
三
重
県
に
集
団
疎

開
し
た
。
同
年
12
月
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
９
の
東
南
海
地
震
が
発
生
し
、
尾

鷲
、熊
野
、志
摩
の
沿
岸
に
７
～
８
メ
ー

ト
ル
の
大
津
波
が
襲
い
多
数
の
家
屋
が

壊
滅
し
数
千
人
の
死
者
が
出
た
。
疎
開

先
の
古
い
旅
館
跡
宿
舎
は
大
揺
れ
し
た

が
、
辛
う
じ
て
倒
壊
は
免
れ
本
当
に
怖

か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
1
カ
月
後
の
昭
和
20
年
１

月
に
、
ま
た
も
や
震
度
６
強
の
三
河
地

震
が
発
生
、
多
数
の
家
屋
倒
壊
と
数
千

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
2
カ
月
続
け
て

巨
大
地
震
が
起
き
た
の
は
驚
き
で
あ

る
。
な
お
こ
の
地
域
の
地
震
は
、
過
去

１
０
０
年
ほ
ど
の
周
期
で
再
発
し
て
お

り
、今
厳
重
注
意
の
時
期
に
来
て
い
る
。

　

そ
の
頃
か
ら
米
軍
の
都
市
部
へ
の
空

襲
が
本
格
化
し
、週
１
～
２
度
あ
っ
た
。

犠
牲
者
は
名
古
屋
市
で
９
０
０
０
人
弱

に
も
達
し
た
。
わ
が
家
は
2
度
も
焼
失

し
、
全
財
産
を
無
く
し
た
。

　

苦
難
は
重
な
る
も
の
で
、
戦
時
中
の

食
糧
難
が
深
刻
な
と
こ
ろ
へ
台
風
来
襲

で
米
の
収
穫
が
大
幅
減
収
し
て
飢
餓
状

態
で
も
あ
り
、
正
に
生
き
地
獄
で
昭
和

天
皇
の
ご
聖
断
で
終
戦
と
な
っ
た
。

  

天
白
区
八
事
山
年
輪
会
第
一
ク
ラ
ブ

水
谷
　
勝
彦

地
震
と
空
襲
と

食
糧
難
で
生
き
地
獄

　

散
歩
に
出
掛
け
る
前
、
見
上
げ
る
時

計
の
針
よ
し
、
わ
か
り
や
す
い
時
間
だ

と
足
早
に
門
扉
を
出
る
。

　

と
っ
ぷ
り
暮
れ
た
冬
の
日
の
舗
道
。

会
社
帰
り
の
人
た
ち
を
や
り
す
ご
し
、

足
早
に
往
復
す
る
こ
と
約
40
分
。「
今

日
も
歩
け
て
あ
り
が
と
う
！ 

40
分
も

歩
い
て
き
た
よ
！
」
と
息
子
夫
婦
に
呼

び
か
け
る
。

楽
し
い
お
散
歩

熱
田
区
あ
す
な
ろ
老
人
会

伊
東
　
正
子

　
「
万
歩
計
さ
ん
、
今
日
も
お
世
話
に

な
り
ま
す
」
と
言
い
な
が
ら
腰
に
付
け

ま
す
。目
的
は
1
日
５
０
０
０
歩
で
す
。

　

朝
、
庭
に
出
て
野
鳥
に
餌
を
あ
げ
る

と
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
餌

は
前
日
の
仏
さ
ま
の
お
さ
が
り
の
オ
ボ

ク
サ
マ
、
野
鳥
に
あ
げ
る
と
良
い
と
何

か
で
読
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
お
花
達

に
も
、「
皆
さ
ん
今
日
も
元
気
で
！
」

と
声
を
掛
け
ま
す
。

　

そ
し
て
午
後
、
自
転
車
で
ス
ー
パ
ー

へ
。な
る
べ
く
多
く
の
物
を
み
て
歩
き
、

夕
食
の
献
立
を
決
め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
も
万
歩
計
に
計
上
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
、
家
を
中
心
に
周
囲
を
2
回
ほ

ど
（
２
５
０
０
歩
程
度
）
歩
き
ま
す
。

た
だ
出
掛
け
た
日
、
地
域
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
等
で
歩
い
た
時
は
加
減
し

ま
す
。

　

日
に
よ
っ
て
は
、
５
０
０
０
歩
を
超

え
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、（
多
く
は
超

え
て
い
ま
す
。）
１
０
０
～
１
５
０
歩

く
ら
い
残
っ
て
い
る
こ
と
も
た
ま
に
は

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
リ
ビ
ン
グ
、

キ
ッ
チ
ン
を
歩
い
て
プ
ラ
ス
。

　

最
後
に
家
計
簿
に
記
入
す
る
時

「
や
っ
た
ぁ
！ 

明
日
も
頑
張
る
ぞ
！
」

今
の
私
に
は
こ
れ
く
ら
い
が
一
番
適
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
は
い
か
が
で
す
か
？

楽
し
い
お
散
歩

守
山
区
ひ
ま
わ
り
会

安
藤
　
幸
子

　

も
と
も
と
歩
く
こ
と
が
好
き
で
、土
・

日
・
祝
日
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に

出
掛
け
て
い
ま
し
た
。
職
を
離
れ
た
今

は
、
毎
朝
天
白
川
を
歩
い
て
い
ま
す
。

　

70
代
は
五
時
起
き
で
、
上
流
に
居
る

カ
ワ
セ
ミ
を
見
つ
け
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
流
れ
に
は
、
白
鷺
・
鵜
・

鴨
等
が
い
ま
す
。
時
に
は
群
れ
を
な
し

て
飛
ん
で
い
ま
す
。
カ
ル
ガ
モ
の
親
子

の
姿
は
、
見
る
に
付
け
癒
さ
れ
ま
す
。

空
に
は
雲
、
月
、
雨
上
が
り
の
虹
も
き

れ
い
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
“
真
こ
と
自
然
を
満
喫
で
す
”

　

傘
寿
を
越
し
て
か
ら
は
、
若
い
頃
の

よ
う
に
は
歩
け
ま
せ
ん
。
5
時
起
き
が

30
分
、40
分
と
遅
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
6
時
半
か
ら
の
ラ
ジ
オ
体
操

に
は
遅
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

行
き
交
う
人
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
自

然
と
空
気
に
触
れ
仲
間
と
連
れ
立
っ
て

帰
っ
て
く
る
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
お
さ
ん
ぽ

天
白
区
平
成
東
ク
ラ
ブ

杉
浦
　
幸
一

楽
し
い
お
さ
ん
ぽ

南
区
星
宮
ク
ラ
ブ

平
田
　
澄
子

読者の声

ペ
ー
ジ

読

者
の
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里
山
に
春
を
知
っ
て
る
小
鳥
た
ち

　

コ
ロ
ナ
禍
知
ら
ず
囀
り
競
う

（
千
種
区
笑
話
会　

西
川　

良
一
）

背
伸
び
し
て
も
高
所
の
扉
あ
け
ら
れ
ず

　

こ
ん
な
こ
と
に
も
老
い
を
感
じ
る

（
千
種
区
第
７
寿
ク
ラ
ブ　

村
元　

孝
子
）

若
水
で
入
れ
る
福
茶
に
年
重
ね

　

寂じ
ゃ
くと

籠こ
も

り
て
妻
と
喫き

す
な
れ

（
北
区
五
月
ク
ラ
ブ　

伊
佐
治　

清
）

街
は
み
な
マ
ス
ク
美
人
の
人
ば
か
り

　

早
く
素
顔
の
美
人
が
見
た
い

（
北
区
ア
ー
バ
ン
ラ
フ
レ
志
賀
寿
会　

山
ノ
内
登
志
江
）

コ
ロ
ナ
禍
終
息
願
い
私
し
事

　

マ
ス
ク
無
し
で
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（
中
村
区
福
寿
会　

太
田　

鈴
江
）

若
き
日
の
主
人
の
写
真
よ
く
似
合
う

　

新
仏
壇
に
合
掌
す

（
中
村
区
豊
寿
会　

櫻
井
八
重
子
）

光
さ
す
や
さ
し
き
母
の
横
顔
に

　

思
わ
ず
我
も
顔
が
ほ
こ
ろ
び

（
中
区
古
渡
正
友
会　

仲
田
美
貴
恵
）

毎
年
の
お
伊
勢
参
り
が
と
り
や
め
に

　

コ
ロ
ナ
で
自
粛
感
染
防
止

（
瑞
穂
区
長
寿
会　

鈴
木　

教
子
）

桜
葉
に
こ
ぼ
れ
陽び

さ
し
て
あ
ざ
や
か
に

　

冷
め
た
き
風
に
秋
は
去
り
ゆ
く

（
守
山
区
ふ
れ
ん
ど
四
軒
家　

川
澄　

邦
子
）

「
お
っ
そ
い
ね
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
ま
つ

　

母
の
ひ
と
こ
え
笑
顔
さ
か
せ
る

（
緑
区
森
の
里
森
友
ク
ラ
ブ　

石
川　

一
秋
）

妻
乗
せ
て
車
椅
子
押
す
友
が
い
る

　

我
が
家
も
同
じ
老
々
介
護

（
天
白
区
新
自
楽
会　

小
池
鈴
太
郎
）

北
区
よ
り
天
白
の
地
へ

　

八
十
路
道
子
等
と
オ
ハ
ヨ
ー
年
輪
の
友

（
天
白
区
八
事
山
年
輪
会　

後
藤　

孝
市
）

朝
寝
し
て
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
二
度
寝
し
て

　

ま
だ
時
間
あ
る
老
い
の
贅
沢

（
天
白
区
寄
鷺
会　

土
井
な
を
み
）

初
場
所
の
若
き
力
士
の
活
躍
に

　

番
組
表
を
つ
け
る
楽
し
さ

（
天
白
区
新
自
楽
会　

喜
田　

政
子
）

夫
は
逝
き
気
持
ち
癒
え
ず
に
年
迎
へ　
　

（
千
種
区
百
寿
ク
ラ
ブ　

加
藤　

淑
翠
）

初
詣
マ
ス
ク
の
奥
の
笑
顔
か
な　
　
　

（
北
区
東
志
賀
寿
会　

大
場
美
佐
子
）

恋
猫
や
涙
を
堪
え
毛
の
手
入
れ

（
西
区
浮
野
第
二
ク
ラ
ブ　

足
田　

正
英
）

初
夢
に
会
い
た
い
初
孫
コ
ロ
ナ
憎
い

（
中
村
区
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ　

佐
藤
千
代
子
）

往
く
晩は

る春
に
お
し
み
ゆ
く
ら
む
初な

つ夏
を
ま
つ

（
中
区
明
友
会　

三
田　

節
子
）

碑
の
一
句
蹲
ひ
て
読
む
小
春
か
な

（
熱
田
区
青
池
天
寿
会　

岡
田　

武
利
）

登
山
く
つ
雪ゆ

き
ど
け解

こ
い
し
福
寿
草

（
中
川
区
髙
寿
会　

溝
口
美
代
子
）

令
和
三
年
五
指
跳
ね
る
「
春
の
海
」

（
港
区
和
風
ク
ラ
ブ　

渡
辺　

照
子
）

秋
日
和
日
間
賀
に
集
う
ふ
ぐ
の
味

（
南
区
第
一
健
生
会　

加
藤　

京
子
）

春
疾
風
こ
ろ
こ
ろ
走
る
紙
コ
ッ
プ

（
守
山
区
風
越
会　

粟
田　

照
子
）

返
納
に
愛
車
の
別
れ
春
惜
し
む

（
守
山
区
志
西
桔
梗
ク
ラ
ブ　

三
谷　

俊
幸
）

雪
降
る
や
ど
こ
に
も
行
か
ず
猫
と
居
る

（
名
東
区
香
流
第
三
ク
ラ
ブ　

川
口　

敏
子
）

ほ
ほ
え
ま
し
長
き
旅
路
の
果
て
の
老
い

（
名
東
区
お
も
と
く
ら
ぶ　

山
口　

武
子
）

新
成
人
亡
夫
に
手
向
け
る
肩
広
し

（
天
白
区
笹
山
ク
ラ
ブ　

池
上
ゆ
り
子
）

し
た
つ
も
り
し
て
な
い
こ
と
が
多
く
な
り

（
千
種
区
千
石
千
寿
会　

吉
田　

守
松
）

マ
ス
ク
し
て
く
も
る
メ
ガ
ネ
で
先
き
見
え
ず

（
東
区
ゆ
う
ゆ
う
会　

玉
井　

辰
己
）

３
０
０
０
歩
楽
し
い
散
歩
神
社
ま
で

（
東
区
冨
士
塚
老
人
会　

吉
橋　

広
武
）

独ひ
と
り
い居

の
晦み

そ
か日

の
ワ
イ
ン
み
ぞ
れ
降
る

（
北
区
六
郷
北
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ　

井
上
千
勢
子
）

エ
コ
ご
こ
ろ
み
ん
な
で
守
る
ノ
ウ
廃
棄

（
北
区
宮
前
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ　

髙
見
美
智
子
）

子
ど
も
の
日
吾
の
い
た
ず
ら
柱
キ
ズ

（
西
区
第
二
新
珠
ク
ラ
ブ　

宮
脇　

行
正
）

口
紅
も
コ
ロ
ナ
マ
ス
ク
で
出
番
な
し

（
中
村
区
亀
島
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

栄
美
）

老
活
に
心
の
財

た
か
ら

第
一
な
り

（
中
区
第
二
千
寿
会　

島
田　

悦
子
）

負
け
な
い
よ
家
で
一
人
の
ラ
ジ
オ
体
操

（
昭
和
区
ク
ラ
ブ
輝　

川
上
久
美
子
）

鬼
よ
り
も
コ
ロ
ナ
怖
い
と
孫
マ
ス
ク

（
熱
田
区
幣
懸
長
生
会　

奥
山　

慶
子
）

人
見
た
ら
昔
ド
ロ
ボ
ー
今
コ
ロ
ナ

（
中
川
区
長
須
賀
長
寿
会　

黒
田　

昭
男
）

１
月
や
手
帳
真
っ
更
遠
出
な
し

（
中
川
区
高
寿
会　

田
中　

康
雅
）

「
や
っ
と
か
め
」
晴
れ
着
に
み
と
れ
し
孫
二は

た

ち
十
歳

（
港
区
宝
友
会　

大
竹　

義
郎
）

三
蜜
は
避
け
て
心
の
密
増
や
す

（
名
東
区
郷
ク
ラ
ブ　

戸
澗　
　

武
） 

身
に
滲
み
る
優
し
い
言
葉
病
ん
だ
時

（
名
東
区
勢
寿
ク
ラ
ブ　

丹
羽　

和
子
）

カ
レ
ン
ダ
ー
今
年
の
祝
休
日
は
何
曜
日

（
名
東
区
貴
船
み
ど
り
会　

三
谷　

典
子
）

河
野
さ
ん
少
し
さ
び
し
い
脱
ハ
ン
コ

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ　

坂
野　

利
男
）

短
歌
の
部

俳
句
の
部

川
柳
の
部

▼
題
材
は
本
紙
の
感
想
や
ク
ラ
ブ
の
紹

介
、
随
想
、
文
芸
な
ど
な
ん
で
も
結
構

で
す（
字
数
４
０
０
字
ま
で
）。▼「
読
者

の
ペ
ー
ジ
」
で
は
テ
ー
マ
も
設
け
て
い

ま
す
。
▼「
文
芸
コ
ー
ナ
ー
」
に
投
稿

い
た
だ
く
際
は「
短
歌
」「
俳
句
」「
川
柳
」

の
別
を
明
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い

（
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
）。
▼
締

切
は
５
月
10
日
、
原
則
と
し
て
１
人
１

作
品
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所

属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記
し
、
名
古
屋
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」

投
稿
係
（
〒
４
６
２
ー
０
８
４
４ 

名

古
屋
市
北
区
清
水
四
丁
目
17
ー
１ 

名

古
屋
市
総
合
社
会
福
祉
会
館
６
階
）
ま

で
。
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
市
老
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
を
使
っ
て
応
募
が
で
き
ま
す
（
応
募

用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
５
頁

に
掲
載
）。

※�
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
原
稿
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

画／大迫 秀子
（北区上飯田ハイツシニアクラブ）

名古屋市老人クラブ連
合会では、こちらに掲
載させていただく挿絵
を募集しています。投
稿先は左下「投稿につ
いてのお知らせ」をご
参照ください。

玉ねぎ（1 個 150 ～ 200 ｇ）は上下を切り落とし、
皮をむいて玉ねぎの半分くらいの深さに十字に切り
込みを入れ、ラップでしっかり包みます。電子レンジ
600 Ｗで 4 ～ 5 分加熱したら出来上がり。

〈作り方〉

なごやさいをたっぷり。 いろいろな料理に入れてみましょう！
玉ねぎのまるごとレンジ蒸し

・ハンバーグやカレーに添えると一気に豪華料理に！
・インスタントみそ汁に入れると、具がなくても甘くおいしさアップ。
・お惣菜のポテトサラダに加えると分量が増えてうす味に。

〈調理アドバイス〉

　みなさんは「地産地消」という言葉を聞いたことがありますか？ 
地元でとれたものを地元で消費する、まさに字のとおりのことをする
と、環境に良いことが多くあると言われ注目されています。輸送距離・
時間が短く新鮮でおいしいばかりでなく、身近な緑地や伝統文化を
守ることにもつながっているのが「地産地消」。名古屋市内でもブロッ
コリー（緑区）、なごやっこねぎ（中川区）、くりあじかぼちゃ（天白区）
などが作られており、名古屋の農家さん（生産者）が作ったこのよう
な野菜を「なごやさい」と呼んでいます。
　他にも、水耕栽培のみつばやトマト、玉ねぎ、春菊など、種類も
豊富です。もし見かけたら、ぜひ食べてみてくださいね！

おいしく食べよう！なごやさい
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わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 3 年（2021年）4 月 1 日発行 （ 12 ）第 61 号

　
「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
か
げ
さ
ま
で
第

61
号
が
無
事
発
行
で
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
紙
は
高
齢
社
会
の
心
の

糧
と
な
る
情
報
紙
を
め
ざ
し
て

お
り
ま
す
。今
後
と
も
内
容
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ま
す
ま
す
の
ご
後
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
御
礼

■
編
集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

　

担
当
し
ま
し
た
。

　

長
尾　

滋
男（
市
老
連
常
任
理
事
）

　

清
水　
　

宏（
市
老
連
理
事
）

　

梅
本　

羌
司（
守
山
区
）

　

高
井　

文
子（
緑
区
）

　

石
川　

紘
一（
名
東
区
）

　

北
川　

邦
子（
天
白
区
）

　

以
前
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば

45
号
の
編
集
後
記
を
書
い

た
。
今
回
２
度
目
の
お

役
が
回
っ
て
来
た
。
先
回

は
他
の
区
の
広
報
担
当
の

方
と
編
集
委
員
会
で
編

集
内
容
を
吟
味
し
、
作
業
の
〆

を
す
る
気
分
で
後
記
を
書
い
た

よ
う
に
思
う
。
と
こ
ろ
が
今
回

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
委
員
会
は
開

け
ず
、
書
面
審
議
で
紙
面
を
作

り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後

記
を
書
く
今
、
な
ん
と
な
く
手

抜
き
を
し
た
よ
う
で
達
成
感
に

乏
し
く
面
映
ゆ
く
感
じ
る
。
と

は
言
え
、
今
年
度
か
ら
本
紙
の

発
行
も
年
４
回
に
復
帰
す
る
。

本
紙
が
沈
み
勝
ち
な
私
た
ち
の

気
持
ち
を
少
し
で
も
盛
り
上
げ

る
助
け
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
う
。
（
Ｉ
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報

　

を
チ
ェ
ッ
ク
！  

ぜ
ひ
ア
ク 

　

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　（http://w
w

w
.

nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

　１９４０年（昭和１5 年）に発表された
この歌は、間奏にリパブリック讃歌（ア
メリカ南北戦争での北軍の行進曲）のメ
ロディを用いたことからリパブリック讃歌
の替え歌として認知されるようになった。
戦後は CM ソングに使われるようにな
り、某カメラ量販店の CM ソングをはじ
め全国でさらなる替え歌が作られた。

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

タテのカギ
神道の神事に用いられ、神棚や祭壇
に供えられる植物
打撲などで皮膚が変色した状態
柑橘類（ミカン属）の英語名
出る＿＿は打たれる
日本に生息するといわれる未確認生
物。捕獲賞金までかけられました
勝負は時の＿＿
秋の果物。干すことで甘みが出ます
衣食足りて＿＿節を知る
日本の旧暦で、４月は卯月。５月は
皐月。６月は？
人の＿＿＿も七十五日
三十一（みそひと）文字で構成され
た日本独自の韻文
森進一のヒット曲「＿＿のリヴィエラ」
医者が手術で使う道具のひとつ。鋭
利な刃がついています

1

2
3
4
5

7
9
12
13

14
15

17
18

ヨコのカギ
抜き足、＿＿＿＿、忍び足
シンデレラといえば、ガラスの＿＿
盲目の剣士。勝新太郎やビートたけしが
演じたことがあります
日本は武士。西洋は＿＿
単子葉植物の科のひとつで、花言葉は「上
品」「優雅」「愛情」など
西洋音楽の楽譜に出る息継ぎのこと
皇子や皇女、神の子などを総じてこう呼
びます
＿＿＿と手洗いで、しっかりと感染症予防
動物を捕えるために仕掛けるもの
物語の主役をたてる＿＿役
爪切りで思わず切り過ぎた！
美容などにも効果的といわれています。
水を沸かしただけのお手軽な飲みもの
夏が旬の魚。関西・四国・九州などでは

「キスゴ」と呼ばれていました

１
4
6

8
10

11
13

14
15
16
17
19

20

★
解
答
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記

　

の
う
え
、
市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
正
解

　

者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

　

ザ
ッ
ク
美
術
館
・
名
古
屋
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展

　

の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組
10
名
、
森
永
乳
業
「
大
人
の
た
め
の

　

粉
ミ
ル
ク 

ミ
ル
ク
生
活
プ
ラ
ス
」
を
20
名
、
吉
田
麺
業
「
き

　

し
め
ん
三
昧
」
を
5
名
、
合
計
55
名
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
5
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
４
７
２
通
の
ハ
ガ
キ
が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
コ
ガ
ラ
シ
」
で
し
た
。

◎問題　タテとヨコのカギを解
いて、ABCDEFに入ることばを
見つけてください。

※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。
読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

　「ミルク生活プラス」は、大人の健康
をサポートする 6 大成分とバランスのよい
栄養がまとめて摂れる「大人のための粉
ミルク」です。「育児用粉ミルクを１０年
間飲み続けていて元気だ」「大人用粉ミ
ルクを作ってほしい」といったお客さまからの声から生
まれました。

　小麦粉と塩、水のみで作り
上げるきしめん。愛知県産「き
ぬあかり」や三重県産「あや
ひかり」など麺づくりに適し
た国産の小麦粉と、国内産の
塩、そしてまろやかな口当たりの軟水で作り上げる吉
田麺業のこだわりあるきしめんです。

大人のための粉ミルク ミルク生活プラス 創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん三昧

● 森永乳業株式会社 中部支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目 15-30 名古屋リザンビル 4 階
☎ 052-936-1591
営業時間 / 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町 6-9
中川区新家一丁目 1918
中川区荒子二丁目 222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003

名古屋城からはじまる植物物語 ランス美術館コレクション 風景画のはじまり コローから印象派へ
　江戸時代に狩野派に代表される尾張の絵師た
ちが引き継いできた花鳥画の伝統が西洋植物画
と融合し、ボタニカルアート、ジャポニズム、アー
ル・ヌーヴォーへと繋がった流れを展観します。

　コローの傑作から、バルビゾン派やウジェーヌ・
ブーダン、そしてモネ、ルノワールら印象派へ至
る１９世紀フランス風景画の展開を紹介します。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期 / 2021年 4 月 24 日㈯ ～ 8 月 29 日㈰
開館 / 平日 10：00 ～17：30、土日祝 10：00 ～17：00 ※入場は閉館 30 分前まで
休館 / 月曜日（5 月 3 日㈪・8 月 9 日㈪は開館）
観覧料 / 一般 1,300 円、小中高生 500 円、小学生未満無料
☎ 052-937-3737　ホームページ http://www.mazak-art.com

● 名古屋市美術館（芸術と科学の杜・白川公園内）
会期 / 2021年 4 月 10 日㈯～ 6 月 6 日㈰
開館 / 平日 9：30 ～17：00（金曜は 20：00 まで） ※入場は閉館 30 分前まで
休館 / 月曜日、5 月 6 日 ㈭ ※4 月 29 日から 5 月 5 日までは休まず開館
観覧料 / 平日限定：一般 1,400 円、高大生 900 円   土日祝当日：一般 1,600
円、高大生 1,100 円   いずれも中学生以下無料　☎ 052-212-0001

ジャン＝バティスト・カミーユ・コロー《イタリアのダンス》
1865-70年　油彩／カンヴァス　Inv. 887.3.1　ランス美術館蔵
©MBA Reims 2019/ photo: C. Devleeschauwer
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『異種煙草并和産莨菪図』明治２５年（1892）水谷豊文画・伊藤圭介識  名古屋市東山植物園


